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生
み
出
す
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
伊
勢
物
語
の
源
流

寺院

「
人
麻
呂
作
」
及
び

「
人
麻
呂
歌
集
」

の

歌

ー
ー
そ
の
用
宇
法
に
つ
い
て
1

1

L
L
 

村

香

代

子

従
来
「
人
麻
呂
作
」
及
び
「
人
肺
呂
歌
集
」
の
歌
の
表
記
は
、
人

肺
呂
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
の
前
提
の
も
と
に
色
々
考
察
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
、
乙
の
人
麻
呂
表
記
云
々
に
つ

い
て
比
一
一
か
疑
問
を
も
つ
も
の
で
あ
る
Q

そ
こ
で
と
も
か
く
も
一
度
白

ら
考
察
し
、
感
や
る
こ
と
を
論
じ
た
い
と
思
う
。

人
麻
呂
歌
集
の
歌
は
、
文
字
の
用
法
に
著
し
い
特
徴
の
あ
る
点

で
、
は
た
し
て
人
麻
呂
自
身
に
ょ
う
て
表
記
さ
れ
た
も
の
か
左
う

か
、
古
来
多
く
の
学
者
の
注
意
を
惹
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
例

え
ば
、

高
木
市
之
助
問
土
は
（
註
一
）

「
人
腔
歌
集
に
は
、
人
麿
作
歌
に
求
め
ら
れ
な
い
、
人
麿
的
な
も

の
が
追
求
さ
れ
る
」
と
、
人
麻
呂
自
身
を
暗
示
さ
れ
、

武
田
祐
吉
博
士
は
（
詰
二
）

「
一
旦
人
麻
呂
の
千
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
に
、
後
人
の
補
訂
が
加

え
ら
れ
て
（
人
麻
呂
歌
集
）
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
」
と
ヤ
つ
説
を

あ
げ
て
い
ら
れ
る
。
叉
、

久
松
博
一
博
士
は
（
註
三
）

「
人
時
歌
集
の
歌
の
表
記
法
、
即
ち
記
載
の
川
式
を
見
る
に
、
一

宇
一
音
式
よ
り
も
漢
字
の
意
味
も
音
も
と
も
な
う
表
記
法
で
あ
る

が
、
組
め
て
漢
字
の
字
数
が
少
い
。
何
故
こ
う
い
う
特
色
が
あ
る

の
か
と
い
う
貼
は
容
易
に
解
決
し
難
い
が
、
人
店
歌
集
の
原
形
が

と
白
線
な
去
記
を
有
し
て
肘
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す

る
と
、
こ
の
段
な
表
記
を
行
、
っ
た
の
は
人
陸
自
身
で
あ
る
か
、
他

の
編
纂
者
で
あ
る
か
と
い
、
つ
こ
と
も
共
に
生
守
る
問
題
で
あ
る
o
」

と
述
ぺ
て
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、
久
松
博
士
は
「
人
腔

歌
集
」
と
「
人
鰐
作
歌
」
と
は
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
と
て
、
一
応

人
麻
日
自
身
を
認
め
て
い
ら
れ
る
。
右
の
事
柄
か
ら
へ
7

日
で
は
人
麻

呂
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
の
考

え
ぞ
云
っ
て
し
ま
え
ば
、
即
ち
、
「
人
麻
呂
作
」
及
び
「
人
麻
呂
歌

集
出
」
の
表
記
は
人
一
駄
目
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
の
現
山
は
用
字
法
に
於
い
て
、
人
一
駄
目
当
時

の
慣
習
と
一
致
し
な
い
点
冶
見
出
す
か
ら
で
あ
る
。
以
下
そ
の
事
を

実
証
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

。

石
域
龍
腎
は
「
仮
宇
遺
奥
山
路
」
に
於
て
、
上
代
の
文
献
で
ヱ
キ

ケ
コ
ソ
ト
ヌ
ヒ
ヘ
ミ
メ
ヨ
口
の
仮
名
が
各
二
類
に
使
い
分
け
ら
れ
て．
 

い
る
事
実
ぞ
述
ぺ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
又
、
古
事
記
に
限
り
チ
及
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－
 

ぴ
モ
の
仮
名
も
亦
各
二
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
も
有
坂
秀
世
博
士
は
（
詰
問
〉

－
 

そ
の
中
チ
の
仮
名
が
二
類
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
は

．
 

甚
だ
疑
わ
し
い
。
け
れ
ど
も
モ
の
仮
名
に
二
類
の
使
い
分
け
が
あ

る
と
い
う
革
、
即
ち
‘
毛
と
母
と
の
使
い
分
け
が
あ
る
と
い
う
事

実
は
、
極
め
て
確
実
で
あ
り
、
両
者
の
使
い
分
け
は
音
節
結
合
の

法
則
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
る
。

と
い
う
て
い
ら
れ
る
。
そ
し
℃
、

併
し
乍
ら
、
古
事
記
と
同
じ
時
代
に
於
て
、
す
ぺ
て
の
人
が
毛
と

却
と
ぞ
書
き
分
け
、
発
音
し
分
け
℃
い
た
と
は
忠
は
れ
な
い
。

と
し
て
、
常
陸
風
土
記
や
括
陸
風
土
記
、
日
本
書
紀
、
万
葉
集
に
引

か
れ
た
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
の
歌
、
等
の
略
何
時
代
の
作
品
の
中
で

「
古
事
記
」
と
合
わ
な
い
用
例
が
存
す
る
。
と
一
五
っ
て
い
ら
れ
る
。

念
の
為
に
、
古
事
記
と
比
較
さ
れ
た
他
の
作
品
と
の
成
立
年
代
を
見

て
み
る
と
、
僅
少
の
聞
で
は
あ
る
が
、
風
土
記
、
日
本
書
紀
は
確
に

古
事
記
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
か
ら
問
題
外
で
あ
る
が
、
人
麻
呂
歌

集
に
関
し
て
は
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
。
そ
と
で
、
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
古
事
記
の
撰
者
で
あ
る
太
安
万
侶
と
人
麻
呂
を
年
代
的
に
比

較
す
る
よ
り
他
に
な
い
。
彼
等
の
作
品
等
を
考
え
合
や
て
、
人
麻
呂

は
太
安
万
侶
よ
り
、
年
長
者
で
あ
っ
て
、
決
し
て
年
少
者
で
は
な
い

事
が
八
刀
っ
た
。
然
る
に
、
人
麻
呂
歌
集
が
人
麻
呂
に
よ
っ
て
表
記
さ

れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
古
事
記
よ
り
先
に
録
さ
れ
た
事
に
な

り
、
も
ち
ろ
ん
人
麻
呂
作
に
つ
い
て
も
悶
様
で
あ
る
。
こ
と
で
、
実

際
に
古
事
記
と
人
麻
呂
作
、
及
び
人
麻
口
白
歌
集
の
用
例
に
当
っ
て
み

る
必
要
が
あ
る
。
総
用
例
は
便
宜
上
省
略
す
る
事
に
し
て
、
た
行
両

者
に
於
て
共
通
す
る
字
面
に
つ
い
て
比
較
し
た
い
。
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〆F・h、
249 

3 
、、－
，－－『、

428 

1 
、－〆

可苅弱

喜薦薦
毛乃乎
能
，，＿.....、，，．句、，，－、司

3609 2甲23.9
3 9 

、、一戸、＿＿.、、・d ’
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神

L
ム

ムウ々
l

（

m・2
）

本

（

m－
H
A

）

神
乃
御
厨
跡

（

m・
日
）

（

山

ぬ

）

（

m
d）
（

m・

3
）

（

川

・

9
）

（

制

・

l
）

（

m
l）

（

m・

4
）

（

仰

1
）



母

上
数
字
ハ
国
歌
大
観
番
号

下
数
字
ハ
何
勾
目
か
を
示
す

＠

思

ふ

⑮

廻

す
廻
る

鮭

）
内
の

斯

米

許

日

意阿阿阿

．賀比母・賀
母.i於

比母布母．比

豆布伊波伝

麻都毛受

阿（

良事（
牟四允（

）恭 応
・神
雄二
時）

意意

母・母・

布問

符

（
景
行
）

〈
応
神
）

伊波新本

波比
麻岐

比母・
母・登理母・

登富母・登
富民

登本
理布

本斯

（神斯
神武 〈

武・（仲
v 景清哀

行事）
、．，、．，

母・

絞 i民許

母・母・許
呂

比波

豆母・

閉
麻

符

I ，.－－‘、，，．町、，，E旬、〆，．‘、，，－、，，．旬、，，，崎、
衣｜ 憶悶 133思 3309266 213 210 196 135念

I 4 13 5 54 2 55 19 、、、四，，，、、．． ，，、、司，，，、、－、、－－、、司，，、、－
rヘf「fヘrヘ rヘf 「＿....＿.，；＿....ヘF 「 fヘ
199 196 253 210 496 215 210 198 135 29 

125 60 3 57 4 4 2 3 37 16 、、．． 〆、～，t、～＿，.、』，J 、－，円、－，，、、ー’、、－、～＿，.、、『，J

f「戸『J 「戸『、 ｛、、fヘ戸、〆－－－ヘrヘ、或
501 207 503 207 499 217 210 199 167 29本

5 37 "5 14 3 6 11 67 52 16 、』＿，.、、＿＿........ 』M，，、、．，，， 、』，戸、～＿，.、、－ 、、．，〆、、ー戸、、．． ，， 
，，目、、 ＿....＿＿、，，園、、 .....－－.....’F・崎、，，－、、
167 502 217 210 199 194 45 

48 5 28 54 139 20 25 、、－，、、同，，，、～．戸、、』，，、、－、、－、～＿，
，，ー、、，，ー、、、，，．、、，，ー、－－、、，F・、、，，ー、、
138 3309 217 213 199 196 46 

40 1 30 2 143 28 5 、、ーー， 、、．，，、、，，，，、、．，， 、、司，，，、、．，，，、、ー，，，
r胴幅、、 ，，．局、、，，園町、，，，旬、 ..－....，，ー、、，，田岡、、
135 3309 217 213 209 196 131 

12 14 30 11 5 36 36 、、－，、、－，、』－－－、、喝，，、、＿...、、－，、、一”

麻

（
神
代
）

（仁油畑山）

（
允
恭
）

（
允
恭
）

（
允
恭
）

（
出
・
ぉ
）
（
削
・
%
）
（
問
・
同
）
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伊

波

比

廻

伊
渡
比
同
礼

（

m・m）

（

m－

U）
 

裳

登

売

符

母

．

加

誠

意

登

売

符

母

戸
令
必

γ
日午庄、

（
允
務
）



毛

l 分

1類

①｜ 

守
る

語

和伊｜毛・毛・毛・毛・

芸毛・｜モ・宅事毛・毛・

志

紀

能

（

雄

略

）

陀
流
（
雄
岬
町
）

知

陀

流

（

応

神

）

豆

多

布

（

応

神

・

顕

宗

）

（
神
代
一
一
・
応
神
・
仁
徳
・
允
恭
二
）

．
 

モ

（

仁

徳

）

－－・旬、，，ーー、、〆F 』h、、〆酬欄『、、，，，ー、、，，，ー、、，，，－、〆’H』、、、，，，，．旬、、
2855 2495 2455 2460 2426 2388 223419961795妹｜百

5421444 .5 1  I 帯
、』J 」J 、一戸、』J 、、－、－－－－～－」J 、ー〆 I 1且

rーヘ，....－.......，，.－町、、 f 「〆ーヘ－『／ー＼／由『、／一、 f 「、 I r～、
285 72506 24 7124612427 2395 22412000 1797124 7 I 2407 

5 5 5 4 4 2 5 5 4 41 
、』，J 、、－、、－、、．，〆、‘ー，〆、、．，〆、、－、、一戸、－，，、、一”， I 、、司，，，
....－－..，，・－－－ ／ー、、，，－，，一、、rー、、f副町、、／ー『、、 f耐園、、／ー』、
2856 25 07 24 74 2463 2437 2402 2242 200817981250 

544541°4°421  
、』，J 、、ー〆、、ー／、』，J 、、ー戸、、ー〆、、－、～，J 、ー，〆、、＿＿，，
，，ー画、，，一、、〆P・・‘『〆’匝幡、、 fー＼〆’m旬、、／一、、 f副司、、，，同町、、，，F 』、、
2858 2514 2487 2467 2453 2403 2312 200917991271 

"1 "5 "4 "4 "5 '5 ミ＂2 "5 "3 I i 
、ー，〆、』，J 、、－、、ー戸、』d ，、『，戸、ー，〆、、－、、－、、『－－
..－.＿，，，，－......，，，.，...一、、，－、、－、、－、、，，，凶『、、 y一、、 f’町、、－－－－－
2858 2843 24912439 2433 2418 2355 201618941290 

4 2 1 4 4 4 2 4 5 4 
、、－、、幽回〆、－，〆、、ー，〆、、ー，〆、、町，〆、、ー，〆、、m，〆、、ー，戸、、m，〆
／・同町 f一、、／一、、〆’ー、，F 園、、，，F 『、，－－....、，，一、、／一、、戸田町、、
2862 284 7 249124412435 2420 2358 202618961275 

4 3 5 4 4 4 5 5 4 、、H・e〆、、．． ，〆、、句咽圃〆、、副醐，〆、』圃，，、、.＿＿.、、．． ，〆、、』ー，d 、、．． ，〆、、＿...
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伊字

毛・由
古

王型岐

王麻

毛. ii事

良

紋比
達
、同〆 記

入

麻

呂

歌

集

（
神
武
）
一

守守

山人

辺有

（

m
．5）

 

柄
（
山
3

）



．．．．．．．．．．．．．．． ‘ 

毛

④ 

雲

⑤ 

も
（
助
詞
）

夜久玖土久
4主~

久毛・毛・訪i毛・
雲

毛・孝婆云
兵

多 那毛・
（八（

部景礼十神
行建武

母

（
神
武
）

（
仁
徳
）

（
神
代
）

（
神
代
十
七
・
神
武
一
一
・
景
行
二

仲
哀
一
一
・
応
神
八
・
仁
徳
十
一

顕
宗
四
）

履
中
・
允
恭
八
・
雄
略
十
八
・

一節
5
一
筋
5
）
（
航

5
）
（
側

1
）
（
川

4
）
（
刷

4
J

伊我吾妹吾否認b
幣長も 妹 h

妹2妹こ児妹も子」J

能 （ 、 F 『戸ヘ rヘ（、ムよ
伊 24り237_717苧12苧124.8313.0 

1母 3 3 3 3 1 4 、、．，，，、、副，〆、同．，〆、h咽，，、、．，，，、ー．． ，， 
爾 F ヘ F 『.－－..p崎、

2412 2397 1298 3128 

1 3 3 1 、、．，／、、．，〆、、．，，、、．，，
，，由、、、，，四句、 ，，醐旬、
34811462 1895 

3 1 5 、、．，〆、、ー，，，、、．，，，
〆’目、、〆’”h、
2499 2438 

1 2 、、．，，，、‘圃，，，
..－、
2510 

5 
、ー．，，

－、、，..－－..，，－刷、、、
2460 24491282雲

5 2 6 、～，J 、＿＿，，、、＿...－
戸田ー、，－－”ー、〆目町、巴
2464245013041018 

3 1 1 2 
、『圃J 、、－、、－、、－
”’画、、，，－、、，，，h、、，，E、、、
2490245113101087 

1 1 1 5 
、－、、－、』＿＿.、－
”’島、，，－句、〆4目、、，，嗣』、、
2510 2452 20091088 

3 1 5 5 、、－、、－，，、、、司匝〆』』司，，
.－....、♂’ー、、，，田－....－・－－
2513 2453 2025 1211 

3 3 3 2 
、』圃J 、、－、、－、ー・”

，，由、、 f’旬、..－－、、
2454 20261282 

2 1 3 、、＿＿＿.，...＿一戸、』，〆
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山

「

（

m・
6

）
（

M
・
2

）
（
山
・

4
）
（

m・
4

）
（

m・
3

戸

向－
J
（
則
子
）
（

m・
5

）
（

m
4）

や

（

附

・

5
）
（
川
・

3
）
（
川
・

1
）
（
山
・

3
）
（
川
・

3
｝

（

m・
2

）
（

m・
5

）
（

M
・
2

）
（

m・
4

）
（

m・
5

）
（
川
・

5
｝

（
山
・

2
）
（
山
・

4
）
（
附
・

5
）
（
山
・

3
）
或
本
歌
（
側
・

2
）



r’－.＿，...’－－”－－－－－〆－旬、，，ー、‘ ”ー、 高電

力B29472504 2458 241123872242 1725 甲島長

母. 5555 5  5 
、、，，，，、、．，〆、、~、、．，，、、ー，，、、担割，， 、、ー”

f旬、，9園、－、、－、、，F 『－－.，戸『、、，ー、、r’『h、
3470 3127 2508 2470 2433 24112353 18911092 

3555555  55  
、－、、－、＿＿，.、＿＿，.、－－、＿＿，、、~、、－、－

－、..－園、－、、，，『、、戸田『〈主，一句、，一、
284124 74 243724172369~18941272 

5 4 5 5 5% 5 5 
、、－、＿＿，、－、ーJ 、ー＿，、、－、」J

－－.－－...－問、、－、 f個、、－、－、
2855 2490 2449 2420 2371 18961287 

4 4 5 5 5 5 3 、＿＿，.、『J 、、－、｝／、、，J 、、－‘、＿＿，
”’h、，，－、，，園、、，，一....＿...、，Fー、、，，ー、、
28612492 2450 24212380 20271300 

55532  55  
、－、－、『J 、－、－、、－、－－
，，ー、、，圃目、、，，個、、，，旬、、，，ー、、 〆’目、、，，個、、
2862 2495 2455 2422 238_4 20311301 

"5 "5 °5 °5 5 °5 °5 
、、＿＿，、、＿＿，、、－、、．〈よー＿＿， 、、“J 、、＿＿，

母

哉史籍k喪 3え方
もも

裳下え物勿
も

－－.♂’由、〆’ー、‘f 旬、、r’－－，，ー、、r’ー～，ー、、，，』『〆’晶、
244410933130179~126823551283179812921277 

4 5 3 3 5 3 3 5 2 6 、ー＿..、－、、＿＿..、ー’h 『回，ハー，，、、－、＿＿..、、＿＿..、、－
，，．『、，，ー、、，，町、、，，問、、，，－、、
24512029 1279 12831810 

5 5 5 6 2 、、＿＿..、～......、－、、＿＿..、－
♂’ー、、 r’－－〆’－....
2477 1813 1284 

5 5 5 、～．，，，、、＿＿..、、．，，，
，，ー、、
179.6 

5 、、－
，，．町、
2352 

3 
~ 

- 48一



件
土

「
ナ
ド

①！ 
（ど（と！
離も民，j~ も i

防｜

⑦ 

物

、.，＿
;'er: 

ほ・ JU:• i 

応
神
）

母・母・ l~J( 河川耳：・

知多許知 5[,

E’乏；ぷ勢
fJJ：・

R 
（（全日蒜米
緩仁設武

忠告勢二：
1: 1、4i
f古代

応・
神様
~ 111x 

母：・

能

（
仁
徳
・
制
限
中
・
泌
附
け
）

カ日

L
V

（削・

3
）

杏二

間
（
凶
・

5
）

間
（
仰
・

n）

（山・

5
）
（
川

1
5

）（

m，
5

）（

m・
2

）

』tit
〆’－－－〆’ー、、〆’ー、、、，，ー、＼

友 245123ヲ9235.42021雌

"3 °5 5 5 
、、ー，J 、、ー＿..、、』咽回〆 、、＿.，，

r’一、、，.－町、＿，.－－、、、 f ー、、...－－－.....＿，，，－－－.......戸戸町、、
2008129624542405 2355 20221286 

"3 °5 3 2 °4 2 °5 
、、＿＿＿，、、＿.，，、、一／、、＿＿，、、＿.，，、、＿＿，、、＿＿，
〆’一、、 .－....〆’ー町、、 f’ー、，.－『＂，.－ー、、
2024 24 7.5 240.7 2358 20261293 

'3 3 4 °4 °3 °4 
、、ー．，〆 、、、ー〆 、、『唱，〆 、、『d 〆、、唱胆，〆、、司副，，，
〆~、、、 ，，－－、、 〆’E『、、 〆’曲目、、、，，曲ー、、，，－、、
2434 2502 2422 2373 20311297 

5 °4 °3 "3 '2 °3 
、、、ー，〆 、、ーー，〆 、、司圃，J 、、同．，〆 、、『－－－ 、、同a，〆

，..－..，，，－『＇，－『町、、~...－...

2509 24312383 2243 1298 
02 '5 "3 °4 °2 

、、』唱，J 、－，〆、、『，J 、、ー．，，，、、ー．，〆
〆’ーー、、 r’』、、、 f’ー、、 r’－、〆’ー－－
£514 2435 2388 2333 2020 

03 °3 "3 "3 °3 
、，..＿.＿..＿＿＿＿..、ー，J 、、＿－..＿＿＿＿，，－ I

A
リノ

細
川
崎
事

弔1

（山・

2
）
（
山
・

2
）
（
山
・

5
）
（
山
・

2
）
（
叫

2
）

以

（

m・2
）（

m・4
）

〆’ーー、、〆’ー『、、
も 24042372t努
力 02 '2 

、、・e，〆、、』a，〆
，，・ー、、、f’F句ー、、〆4ーー、、〆’田町、、
3481243 6 2 37_212 98 

・4 ・s s ・4 
、、一／、ー，〆、、＿.，，、、噌，J

〆’－町、〆’ーー、、，〆ー旬、、
2441237_71892 

5 5 5 
、』ー，〆、、ー，〆、、ー，J

〆’一、、，，－『、／ー、、
244223902017 

04 '2 °2 
、、ー，，，、、＿..，、、ー，〆
〆’画開司、、，，，岡田』、、、〆，p・ー町、、

244823912025 
・s '3 ・4 

、、－〆、、ー，J、、．，／
，，圃ー、、、，，，－、．、〆’伊・、、、
251523912359 
・s ・s ・6 

、、ー，〆、、ー，J、、＿＿.，



母

① 

本

⑮ 

思
ふ

比比比カ日母・母・

妥当与ゼ虫色 空笠k j白書ノーぇ玄為
3主主乙且哩）（ 11- ~'iL 

母ー母・母・母・幣

主主登登登
（武

須須 応・
（（神応

須笠神神）神
武 Ji'~
））雄

田高
（
仁
徳
二
）

岐
（
神
代
）

方；部阿阿阿部許；意志

賀賀そし き午
母窃母－ 70＇：母・ロ 母・母・

母・母・母・ 呂

比比布布空比波布悶
二ぇ

；豆豆郡伊阿伝母・ 干F

廊麻麻毛塁 間足
（符神（

（応）景

完封~ ［~ ~ ~ ぢ
恭・こ；；乙徳）応
）雄）神

~IY, 二二

本

（
附
・

3
）
（

m・
2

）
（
山
・

2
）
（
山
・

2
）
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下

（

m・2
）

..－『、〆’a『、、 1

248_7 2369 思｜

4 °4 I 
、、＿＿＿，.、＿＿.； I 

.----，.－『、 ／同町、、 ' 
2515 2404 244 

4 1 3 
、、ー，〆、、『＿，、』＿＿.，.

..－町、町、，...－－、！
2430 1813 

5 4 
、、ー，〆、、ー，〆
〆”m、、，，，E町、町、
U34 1890 

4 ・s 
.＿＿....、～ー／
／’『、！／戸、、
2456 2002 

05 5 
、、司自〆， 、、『＿，
，，，.－『、，，F 明、、
246_5 2354 

4 2 
、ー＿..，、、－－－－

，，ーー、、、 .－－‘、、 ..－陣、‘、 ，，圃』、、 ，，，ー、、 ，，圃ー、、 ，’”・ー、、 ..－輪、、
於 17822493 2454 243_6 2401 2382 2094 130_5 念

毛 5 5 1 5 °4 °4 °2 5 
比＿＿＿＿＿＿，」J 」＿， －－－、J 、」＿， －－－～J 

－『、、，，E『、、，，－、，，由、旬、，，－、、 r’ー、、.－－－－ －ー、、，，，h、、，，E『町、
3481 i 773 2499 245.4 2438 240.8 2383 2354 1773 42_3 

5 °4 5 5 5 5 3°2°4 5 
、、＿＿，、、．，〆、、ー，〆、、－、、ー，〆、、－、、－〆、、ー，〆、ー＿，、、＿＿，

－『、，...－－、、，，ー、、，，E『、..－－.....〆’ー、、，...－－、、，.－～、
2842 2457 2439 2410 2388 2355 1892 423 

2 s 4 s 3 2 ・s 20 
、、－，〆、、－、、－圃，，、、』－〆
，，．『巴、『，，．町、、，，E旬、、、〆’F町、、〆’－、、，，E旬、、〆’戸、、、，，－、、－・
2843 2458 2443 2412 2392 2358 2020 423云

2 3 4 "4 5 5 "4 20 
、、－ 、ー，〆 、－〆 、、ー，〆 、、－ 、、ーー〆 、、『，J 、、－－
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右
去
に
よ
っ
て
、
古
事
記
に
於
て
は
哉
然
と
使
い
分
け
が
あ
り

「
人
麻
日
作
」
及
び
「
人
麻
呂
歌
集
」
に
於
て
は
両
者
（
毛
と
舟
）

が
明
ら
か
に
混
同
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
共
に
そ
の
字
面
に
於
て
著
し
い
相
違
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
有
坂

博
士
の
如
き
考
え
方
は
も
っ
と
も
な
事
で
あ
ろ
う
。
し
か

L
、
と
こ

で
当
時
に
於
け
る
他
の
一
文
献
を
見
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
坂

博
士
の
設
に
よ
れ
ば
、

上
沼
聖
徳
一
法
王
帝
説
に
於
け
る
毛
の
仮
名
の
唯
ご
う
の
問
例
な
る

モ
（
助
詞
）
と
モ
ノ
（
物
）
に
は
い
づ
れ
も
却
の
字
が
旧
い
で
あ

る
。
続
日
本
紀
の
い
は
ゆ
る
才
一
詔
か
ら
才
五
詔
（
神
亀
元
年
）

ま
で
に
見
え
る
モ
の
仮
名
の
用
例
三
十
一
中
、
モ
（
助
詞
）
二
十

二
、
ナ
モ
（
助
詞
）
九
、
と
と
ご
と
く
ほ
の
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
て

3

・
〉

O

、h
v
w
d
’hq

こ
れ
等
は
い
づ
れ
も
、
古
事
記
に
於
け
る
仮
名
の
用
法
と
矛
盾
し
な

い
。
従
っ
て
例
え
安
万
侶
が
、
古
一
品
に
よ
っ
て
毛
の
甲
乙
両
類
ぞ
使

い
分
け
た
、
或
い
は
安
万
伺
の
拠
っ
た
資
料
に
モ
の
甲
乙
が
使
い
分

け
ら
れ
て
い
た
と
ば
か
り
決
定
す
る
と
と
に
臨
略
さ
れ
て
く
る
。
つ

ま
り
当
時
に
於
て
モ
の
仮
名
が
音
韻
上
区
別
さ
れ
て
い
た
痕
跡
ら
し

い
も
の
が
あ
り
、
更
に
有
坂
博
士
に
よ
れ
ば
、
万
葉
集
の
巻
五
で

は
、
別
に
毛
と
叫
と
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い

け
れ

E
、
古
事
記
で
毛
を
肘
い
た
場
合
に
多
く
毛
を
肘
い
、
古
事
記

で
ほ
冶
川
い
た
場
合
に
多
く
母
を
用
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
事
実
と

和
俊
っ
て
、
大
宝
二
年
の
郷
野
口
の
戸
籍
帳
に
も
毛
に
二
類
の
区
別

の
痕
跡
ら
し
い
点
を
反
映
し
て
い
る
と
と
ぞ
考
慮
し
た
場
合
、
も
し

人
麻
呂
の
表
記
に
な
る
と
す
れ
ば
、
当
然
そ
こ
に
は
モ
の
甲
乙
二
類

の
書
き
分
け
の
痕
跡
ら
し
き
も
の
が
あ
ゐ
筈
で
あ
る
。
悶
み
に
、
万

葉
巻
五
の
例
を
挙
げ
る
と
、

一
、
詑
で
毛
を
川
い
た
場
合

弓云ト
モ

ド
モ

モ
ツ

オ
モ
ブ

ト
モ

ド
モ

ト
モ
シ

モ
ト

（
燃
）
一

モ
モ
（
百
）

イ
モ
（
妹
）
一

ク
モ
（
雲
）
一

モ
ユ

（
助
詞
）
一

（

雄

〉

十

（
雌
）
一

（
持
）
一

（思）

へ
北
ハ
）

（惟一リ）
（
羨
）

（本）

ffJ: 

（
合
計
毛
ト
問
、
ほ
二
）

毛

ノ、

（
毛
毛
と
書
い
た
所
三
）

毛

UL] 

二
、
記
で
山
を
川
い
た
場
A
n
（
合
計
毛
十
一
三
、
問
一

O
山
そ
の
他
）

山
地
六
十
八

十
戊
一

時

五

時

五

物
一

u
u
γ
u↓
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H
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市
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一
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一
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一
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け
れ

E
1
古
事
責
で
毛
を
刈
い
い
w
t
κ

咳
A
口
に
多
く
宅
を
円
、
V

ゴ
ι甘
ヨ
向

で
ほ
か
｝
問
い
た
場
合
に
多
く
母
を
用
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
一
事
実
と

ρ
、
沼
、
火
山
主
一

A
T
A
P一
榔
野
引
の
戸
韓
帳
に
も
毛
に
二
類
的
区
別

の
如
く
、
モ
の
仮
名
の
用
訟
に
古
事
記
と
一
致
す
る
場
合
が
多

い
。
同
巻
が
万
葉
集
中
で
比
較
的
古
い
部
分
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
殊
に
巻
中
の
主
要
な
作
者
が
い
づ
れ
も
、
後
入
、
特
に
憶
良
等

の
高
令
者
で
あ
る
た
め
、
古
い
習
慣
が
文
字
の
用
法
上
に
多
く
保
存

さ
れ
た
も
の
と
見
る
と
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
毛
と
母
の
用
法

上
、
古
事
記
と
一
寸
試
し
な
い
例
は
、
と
の
両
人
の
中
に
も
少
数
な
が

ら
存
す
る
の
で
あ
る
が
。
．

し
か
し
先
の
、
法
王
帝
説
守
、
初
期
の
宣
命
に
於
て
全
く
、
万
葉
集

巻
五
に
於
て
も
、
モ
の
仮
名
の
用
法
上
古
事
記
と
相
通
歩
る
点
の
存

す
る
と
い
う
事
実
は
、
か
つ
℃
モ
の
仮
名
が
世
間
一
般
に
両
類
に
使

い
分
け
ら
れ
て
い
た
時
代
の
存
す
る
と
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
然
れ
ば
即
ち
、
い
か
に
人
麻
呂
が
独
特
の
川
宇
法
を
試
み
た

と
し
て
も
、
少
く
と
も
、
人
麻
呂
の
時
代
か
ら
す
れ
ば
、
モ
の
甲
乙

二
類
の
書
き
分
け
の
痕
跡
ら
し
い
も
の
が
当
然
見
出
さ
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
即
ち
古
事
記
ヤ
法
王
帝
説
、
一
初
期
の
宣
命
に

よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
如
ノ
＼
仮
名
モ
が
甲
乙
二
類
に
使
い
分
け
ら
れ

て
お
り
、
し
か
も
万
葉
集
巻
五
に
さ
え
も
そ
の
傾
向
を
見
る
と
い
う

事
実
か
ら
、
も
し
も
「
人
麻
呂
歌
」
及
び
「
人
麻
呂
歌
集
歌
」
が
人

麻
呂
自
身
の
表
記
に
よ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
に
は
当
然

「
モ
」
の
仮
名
に
二
類
の
区
別
が
あ
る
筈
で
あ
り
、
少
く
と
も
痕
跡

ぐ
ら
い
は
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
結
果
に
於
て
は
、
全
く

違
つ
℃
い
る
の
で
あ
っ
て
「
人
麻
呂
作
歌
」
及
び
「
人
麻
日
歌
集

斗、ー

モ
ト

（本）

j
 

L
I
J
 

一1
Jj
 

毛

歌
」
は
人
麻
呂
以
外
の
入
、
即
ち
寸
時
代
的
に
帝
ノ
つ
一
七
綾
の
泳
民
主

っ
て
表
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。
乙
の
私
見
’
を
支

持
す
る
と
忠
わ
れ
る
一
つ
に
、
例
え
ば
、
人
麻
呂
歌
集
の
歌
の
表
記

に
し
て
も
、
そ
れ
が
収
め
ら
れ
た
巻
に
よ
っ
て
、
表
記
法
が
大
な
り

小
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
が
看
取
さ
れ
る
。
も
し
人

麻
呂
の
表
記
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
各
巻
の
人
麻
呂
歌
集
歌
の
表
記
は

大
凡
同
じ
傾
向
冶
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
呉
う

て
い
る
と
い
う
の
は
他
人
の
筆
録
に
よ
っ
た
も
の
か
、
或
い
は
、
人

麻
呂
の
表
記
に
他
人
の
埜
が
加
わ
っ
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
。
従
っ
て
、
従
来
な
さ
れ
た
「
人
麻
吊
作
歌
」
及
び
「
人
蹴
白
歌

集
歌
」
に
つ
い
て
の
筆
録
が
人
麻
呂
に
よ
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
考

察
は
、
そ
の
根
底
に
於
て
一
誌
の
不
安
を
い
だ
か
せ
る
故
そ
の
再
検

討
が
必
然
的
に
起
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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